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地域医療連携室ニュース
患者支援セン ター

ブレストセンター(乳腺外科)のご紹介

ブレストセンターでは、乳がんをはじめとする悪性腫瘍の診断・治療、遺伝相談や、乳腺炎、葉状腫瘍、などの良性疾
患の診断、治療を専門的に行っています。手術については川崎幸病院外科スタッフや形成外科スタッフと連携し、一
般的な乳癌手術や 同時再建手術、術後放射線治療を川崎幸病院で行っております。術後の経過観察、化学療法
等の薬物療法、切開生検、腫瘤切除は第二川崎幸クリニックにて行っております。現在、乳腺を専門とする常勤医師
3名と乳腺認定看護師とで診療にあたっています。2022年には臨床遺伝専門医を中村医師が取得し、遺伝診療をさ
らに充実することができました。個々に合わせたご満足いただける治療を今後とも提供できるようスタッフ一同精進して
まいりますので、よろしくお願いいたします。

第二川崎幸クリニック
乳腺外科部長
ブレストセンター長

木村芙英

中村 幸子 医長
関 晶南 医師
國澤 美智代 乳がん看護認定看護師

■ 専門分野
乳がんの検診・診断・治療、
乳房の良性病変に対する治療

■主な対象疾患

乳がん（診断、手術、薬物療法、放射線治療）、乳腺良性腫瘍、
乳腺炎、女性化乳房症
❊授乳中の乳腺炎は、かかりつけの産婦人科にご相談下さい。

■スタッフ

乳がん手術は乳房部分切除術、乳房切除術、センチネルリンパ節生検、腋窩廓清を
入院施設のある川崎幸病院で行いますが、乳腺良性腫瘍摘出術、吸引式組織生検
術、乳腺悪性腫瘍手術（部分切除術）は第二川崎幸クリニック内で日帰りで行うこと
ができます。 術後の経過観察、薬物療法も引き続き第二川崎幸クリニックで、また術
後の放射線治療は川崎幸病院にて通院で行えます。
術前・術後化学療法、分子標的治療、ホルモン療法は基本的には外来で行いますが、
入院を要する際には川崎幸病院で行います。 また緩和医療が必要な場合には協力
施設と連携しながら進めて参ります。

第二川崎幸クリニックでの日帰り手術

第二川崎幸クリニック

乳がんに対する治療について

ブレストセンターの実績
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 ：044-511-2112川崎市幸区都町39-1

乳腺外科の専門外来は、第二川崎幸クリニック、さいわい鹿島田クリニック、さいわい鶴見病院にて行っています。

予約制となっておりますので、電話にて予約をお取りください

★赤字は女性医師です。乳腺外科専門外来担当表 （2023年4月現在）

川崎市幸区新塚越201番地
ルリエ新川崎3階  ：044-556-2722

救急/手術/入院

川崎市幸区大宮町31番27

代表（24時間対応）

044-544-4611

地域医療連携室直通

044-544-4638

横浜市鶴見区豊岡町21-1  ：045-581-1417

乳腺外科専門外来について

横断面での線量分布

ビームズ アイ ビューの画像

乳房温存手術は手術だけではなく、術後残存乳房に対し放射線照射を行う
ことで乳房切除術と同等の治療効果をもたらします。また症例によってはリン
パ節領域の照射により、腋窩郭清が省略できるため、腕の浮腫等のリスクを
減少させることができます。
更に通院回数を少なくできる寡分割照射(１回線量を増加して短期間で照射
を終了する治療)を積極的に取り入れており、乳房温存術後であれば、一般
的には25回の照射を16回にすることが可能となり、患者さんの
負担を軽減する治療を行っています。

■フィールドインフィールド法（FIF法）を用いた乳がん術後照射
• 乳房内が均一な線量分布となるFIF法を標準的に採用
• FIF法は胸郭の呼吸性変動にも強い
• 計画CTで吸気、呼気の2相のCTを撮像して呼吸性移動に対処

乳がん術後放射線治療について

時間帯 月 火 水 木 金 土

木村 芙英 木村 芙英 中村 幸子 中村 幸子 木村 芙英 ●関/中村

関 晶南 中村 幸子 関 晶南 関 晶南 平野 沙樹 担当医交替制

担当医交替制 中村 幸子 中村 幸子 木村 芙英 ○木村 芙英

関 晶南 関 晶南

午前 後藤 有紀 関 晶南 邱 明麟

午後 木村 芙英 邱 明麟 中村 幸子 邱 明麟

午前 武田 泰隆

午後 武田 泰隆

 ●1･3･5週/2･4週

 ○1･2･3･5週のみ診療
午後

さいわい鹿島田ｸﾘﾆｯｸ

さいわい鶴見病院

第二川崎幸ｸﾘﾆｯｸ 午前


